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独 語 Ⅰ（ German Ⅰ） 

〔 Deutsch Ⅰ〕 

４年・通年・３学修単位（β）・必修 

全学科共通 

 

     担当 桐川  修・田島 昭洋     

〔準学士課程(本科 1-5年) 

学習教育目標〕 
 

（１） 

 

〔システム創成工学教育プログラ

ム学習・教育目標〕 
Ａ－１（70～90％）， 
Ｃ－２（10～30％） 

 

〔JABEE 基準〕 
 

ａ，ｆ 

 
 〔講義の目的〕 

 

必要最小限の文法規則と語彙を体得することによってドイツ語によるコミュニケーション能力の基

礎を身につける。 

〔講義の概要〕 
 

ドイツ語の文法規則を１５課に分けて判りやすく解説し、あわせて語彙（単語）の知識を増やしつつ

ドイツ語の表現を学ぶ。そして自分の考えていることをドイツ語で相手に伝える術を身につける。 

〔履修上の留意点〕 

とくに復習のための小テストをする。これを返却し理解度や達成度についてアドヴァイスをする。授業中

は発問を多くするので、積極的に質問や発言ができるよう準備しておくこと。ノートをきちんととること。 

外国語を学ぶことはすなわち外国文化を学ぶことである､との観点で授業にのぞんでいただきたい。 

〔到達目標〕 

前期中間試験：1)アルファベートと発音  2)動詞の現在人称変化［1］  3)名詞と冠詞の格変化 
4) 名詞の複数形・人称代名詞 

前期末試験：  1)動詞の現在人称変化［2］・命令法 2)定冠詞類・不定冠詞類  3)前置詞   
4)話法の助動詞・未来形・非人称動詞 

後期中間試験：1)分離動詞と非分離動詞・接続詞  2)動詞の三基本形・過去人称変化 
3)現在完了と過去完了・再帰表現  4)形容詞の格変化と名詞化   

学年末試験：  1)形容詞と副詞の比較変化・zu 不定詞  2)関係代名詞・指示代名詞   
3)受動態・現在分詞と過去分詞  4)接続法 

〔評価方法〕 
定期試験(６０％)を基本とし、これに小テスト(２０％)、授業態度(２０％）を加えて総合的に評価を

行なう。授業中の自発的な発表や積極的な質問･討論などに対しては評価にプラスする。 

〔教 科 書〕 

「教科書名：身につくドイツ文法  Ver. 2｣，郁文堂，前田良三、高木葉子  著 

〔補助教材・参考書〕            
       ｢新アポロン独和辞典｣ 同学社、  ｢必携 ドイツ文法総まとめ｣ 白水社、 
      「補助教材：配布プリント」 
 
 〔関連科目〕 

 
とくに同じゲルマン系の言語である英語とは文法上共通する点が多い。したがって適宜英文法にも

触れながら講義を進めていきたい。 
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講義項目・内容 

週数 講義項目 講義内容 
自己 
評価＊ 

第１週 ドイツ語の発音 ドイツ語の Alphabet および単語の発音の原則を説明する。  

第 2 週 動詞の変化(1) 規則動詞の現在形の作り方、sein, haben の現在形を習得する。  

第 3 週 名詞の性および冠詞 名詞の性および性に応じた冠詞の使い分けを学習する。  

第 4 週 
名詞の複数形･人称代名

詞 
名詞の複数形の作り方および人称代名詞を説明する。  

第 5 週 動詞の変化(2)・命令法 不規則動詞の現在形の作り方および命令法を解説する。  

第 6 週 定冠詞類・不定冠詞類 冠詞類の種類およびその使い方を学習する  

第 7 週 前置詞 前置詞の格支配と前置詞の種類について学習する  

第 8 週 話法の助動詞 話法の助動詞の現在形およびその用法について説明する。  

第 9 週 未来形・非人称動詞 未来形の作り方及びその用法、非人称動詞について学習する。  

第 10 週 分離動詞と非分離動詞 分離動詞と非分離動詞について学習する。  

第 11 週 接続詞 接続詞の種類およびその使い方について学習する。  

第 12 週 動詞の三基本形 動詞の三基本形(原形・過去・過去分詞)の作り方を解説する。  

第 13 週 過去人称変化 動詞の過去人称変化と過去形の用法について習得する。  

第 14 週 現在完了形 現在完了形の作り方とその用法を習得する。  

第 15 週 前期学習のまとめ   

前期末試験 

第１6 週 再帰表現 動詞の再帰表現について解説する。  

第 17 週 形容詞の格変化 形容詞の用法と格変化について学習する。  

第 18 週 形容詞名詞化 形容詞の名詞化(名詞的用法)について学習する。  

第 19 週 
形容詞と副詞の比較変

化 
形容詞・副詞の比較級、最上級の作り方とその用法。  

第 20 週 zu 不定詞 zu 不定詞の作り方とその用法について解説する。  

第 21 週 定関係代名詞 定関係代名詞の種類とその使い方について学習する。  

第 22 週 不定関係代名詞 不定関係代名詞の種類とその使い方について学習する。  

第 23 週 指示代名詞 指示代名詞の種類とその使い方について学習する。  

第 24 週 受動態Ⅰ werden による受動態の作り方とその使い方。  

第 25 週 受動態Ⅱ 受動の完了形および sein による受動について解説する。  

第 26 週 現在分詞 現在分詞の作り方とその用法について学習する。  

第 27 週 過去分詞 過去分詞の作り方とその用法について学習する。  

第 28 週 接続法Ⅰ ドイツ語の接続法の概要を説明する。  

第 29 週 接続法Ⅱ 丁寧な表現や非現実の表現にでの接続法について学習する。  

第 30 週 後期学習のまとめ   

     学年末試験 

＊４：完全に理解した, ３：ほぼ理解した, ２：やや理解できた, １：ほとんど理解できなかった, ０：まったく理解できなかった． 

 （達成） (達成) (達成) (達成) (達成) 


